


.(�Œ>8�©�•#Õ�%�W�[�b�È-%�ž�Ø�ì0è9‚  

75 

1*���b�P1ß�\�^�W�S�Ç�d�Ø���G2§�…�c
»�Ü%4�Ã�Ø�·"@%Ê'2�­�å�±�î�b��9‚�Ç�•�î�Ý�»�_�Ñ

�~�M�•����9‚�Ç�•�î�Ý�»�c�Ã�Ø8�'�(Ù 100ha�
�Ä�À�Ÿ�r�S�c�«� �Ç�d�Ø�@(Ù 80ha �\�±���†

�(�u�Z�8�•���G�b�p�b(Ù 30 �º#Õ�b6ë��4��€�Ä�À�Ÿ�Ç�d�Ø���G2§�…>2�Ø�( >&Site 1>|4; �›8�

'� 0.48ha>' �†1*���P1ß�\�K�S >&�W>/>'�����G�S�b�Ä�À�Ÿ�Ç�d�Ø�b'g�Œ�&�Ø�c(Ù 2,600>|3 ,200

�•/ha �
�¹�’�ž9×�c(Ù 14.3>|15.5 >k�
�¹�’+�9×%$�„�c 18.9>|20.9cm �
�p5��š�X�c 0.94>|0.95

�[�6�•>& 
×%?>/>'�����G2§�…�c�¹�…�_8��K�S �Æ�î�¡ �†9×(Ù 300>|400>k�b �*�£�b�s8��W4Š�_�)

*(�K�
�†9×�c(Ù 160>|230 >k�
�s8��‰�)�c0Y�?�}�í�[�
�s8�
4�s�c 10>|35° �[�6�•�����G�…

�b�Ø�V�c�8�N�€�v� <K�b�Ä�À�Ÿ�Ç�d�Ø�_�V�ƒ�€�Z�>�~�
�›���G�…�b�¥�Ø�b�M'ƒ�?�}�È-%�ž�Ø

�r�[�b�q%·2¥7³�c(Ù 80>|130m �[�6�•���…2A�c�ª�×�Û(Ö�b�Ü�•�/�?�}�^�•�ã�~�¾�[�
�u�p �±

�–�É�c0�,
�Ã�Ø�u�[�6�• �� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


×%?1.�� ���G�S�b�Ä�À�Ÿ�Ç�d�Ø�b�Ø
Æ�b��0{  

6ë��4��€�[�Ø
Æ�c-ç�/�C�
�Ø�Ë�_�c�Ü/Õ�@�o�\�‡�]�Ñ�~�K�^�?�W�S��  

 

 

 

 

 

 


»�Ü�á�–�Ý�»�Û�–�Ç�Ô�À�¢�Û�Ç  16 - 6 

74 

>0>,1*�� �…�æ 

1*���…�æ�c
»�Ü%4�y�<�w7÷�É#ë�[�6�•��1*���…�æ�c�±���@�. ��•�_�“�K�
�†9× 1,000>k�è

�W�b�*�8�£�@4��^�•�p�£6ë�…�æ�[�6�~�
�Ã�Ø"á�c 84.0%�[�6�•���Ã�Ø�b�:�U�
�Ç�d�Ø�@�(�u

�•�m�œ�@81.6%�[�6�•���Ç�d�Ø�b�±���c�«� �r�S�c�Ä�À�Ÿ�b�M�g�"%&�Ø�[�6�•���g�~�b�Ã�Ø

�b�±���c�
�”�•�Ð�¶�@
ƒ�(�M�•�§���Ø �6�•�8�c �¥�¼�Û�x�”�Ë�Ð�Ÿ�^�]�b- -%�ö�È�¼&É�ž'��@


ƒ�(�M�•- -%�È-%�ž�§���Ø�[�6�•��1*���…�æ�?�}�í0Y�_(Ù 16km 7³�€�S�”�Ó�²�«0{ �!l >&�ô

#ã�£>' �b0°6��_�|�•�\�
�º�¹�’�¼ � 14.0�¥ �
�º�¹�’7F�È5� 1,628mm�
�º�¹�’�q�Ý'�7·5�

29cm �[�6�•  >&https://www.jma.go.jp/jma/index.html , 2023 �º 12 �v 28 �¥&�1� >'��  

1*���…�æ�_�(�x�M�•�±�º,¡8×"Ç�c �©�• �b�s�[�6�~�
�•�Ô�©�•�c�(�x�K�^�8��1*���…�Ø3¶�[

���‹�I�€�S �©�• �b(Å�"�&�Ø1*���b)��Ý�_�|�•�\�
1*���†���‹�K�S 2004 �º>| 2015 �º�b�‡6ë�p

�b(Å�"�&�Ø�b�¹�’�Í�c 5.1±2.5 �¶ /km �[�6�•���G�b(Å�"�&�Ø�c�
�•�Ó�Û�º�Û�µ�É1*���_�ö�Y

�C REM �2�H�8�c�
#ì�2�[�Ó�u�}�€�•#Õ�%�&�Ø�_�n'ì�M�•�\ 2>| 6 8Œ/km 2 �b#Õ�%�&�Ø�_%&�\

�M�• >&!��î�o�?  2007; "&�¹  2018>'�� �^�>�
1*���‡6ë�†3û�K�Z�
(Å�"�&�Ø�_�±�A�^�š�ì�c�^

�?�W�S�� �r�S�
1*���…�Ø3¶�b- -%�È-%�ž�§���Ø�_�>�E�•�©�•�b�s8j�_�|�•�W�™�Ü#Õ�b/¶3å&ì

�Ø�c3M�Ø�?�}�p�Ø >&SDR �[ D>/>| D>0>' �\�N���I�€�Z �>�~�
1*���‡6ë�†3û�K�Z�š�ì�c�^�?�W

�S>&Fujiki et al. 2010; .(�Œ  2012; .(�Œ  2017>'��  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�W1. >&a>' 1*���…�\�Ø3¶�b�Ü#Õ"g�# >& �s)z4Š>80è9‚�†���‹�K�S���G2§�…�
;î,
4Š>85*-%�ž

�Ç�d�Ø�
!J,
4Š>8- -%�È-%�ž�§���Ø�
�»�µ�º4Š>8�”�•�Ð�¶�§���Ø�
$Ñ,
4Š>83°*”�…�\7Ÿ- >'  

>&b>'  ���G2§�…>&0.48 ha>' �_�>�E�•5��¥�ï�80è9‚�b0b�v�~�W . 

Fujiki & Sakata >&2021>' �†�5�š��  

 75 



藤木：シカ生息下での広葉樹林化試験 

77 

棄された（以下、放棄区）。なお、伐採と植栽、防鹿柵の設置は、国の緊急雇用創出事業（中

小企業特別枠）を利用して、兵庫県が実施した。 
Site 毎のシカによる採食圧の違いを把握するため、伐採 2 年目の 11 月に植栽したクヌギ

の枝食害率調査を実施した。各 Site から 30 本のクヌギを対象に、シカが採食可能な地上高

1.4ｍまでの当年枝を１個体当たり 20 本程度観察し、シカの採食の有無を記録した。 
伐採 13 年後の森林の更新状況を評価するため、2016 年 12 月（Site 1 と Site 2）または

2017 年 12 月（Site d 3 と Site 4）に、4m×10m の小区画において毎木調査が実施された。

調査は伐採前と同様の手法で実施した。クヌギ植栽区では、小区画を含む 12m×20m 区画内

のクヌギを対象に、樹高と胸高直径を測定した。なお、本研究においてクヌギ植栽区の毎木

調査結果は下刈りを実施した区画のみを用いた。 
 

４．解析方法 
クヌギの当年枝の総数に占める採食された当年枝数の割合を、枝食害率（%）とした。枝食

害率は Site 毎に算出した。また、Site 間の枝食害率の違いは、二項分布を仮定した一般化線

形モデル（GLM）を用いて分析した。GLM では応答変数として、個体当たりの観察枝数と

採食痕跡のあった枝数、説明変数としては Site の違いを用いた。 
毎木調査において出現した樹種は、最大到達樹高、先駆性樹種または成熟した林において

林冠構成種になり得る種（以下、林冠高木種）、常緑または落葉性の違いに応じて以下の 6 つ

の樹種群に区分した：落葉林冠高木種、常緑林冠高木種、落葉低木種、常緑低木種、先駆性落

葉高木種、先駆性落葉低木種。さらに、種子の散布型に応じて以下の３つの樹種群に区分し

た：重力散布型、鳥散布型、風散布型。高木種と低木種の区分は、主に佐竹ほか（1989）の

記載に従い、最大到達樹高が概ね 6ｍ以上であるかを基準とした。先駆性樹種または林冠高

木種であるかは、既往文献（宮脇 1984; 齋藤ら 2006; Yamagawa et al. 2007）を参考に判断

した。散布型の区分に関しては既往文献（Kodani 2006; Yamagawa et al. 2007; Sakai et al. 
2010）と種子の形状に基づいて判断した 。 
毎木調査結果は、4 処理（クヌギ植栽・柵内、クヌギ植栽・柵外、放棄・柵内、放棄・柵外）

毎に、種や種群毎に、種数・立木密度・胸高断面積合計・樹高階別本数分布を集計した。種群

毎の胸高断面積合計の柵内外の違いは、負の二項分布を仮定した GLM を用いて分析した。

GLM では、応答変数として胸高断面積合計を用い、説明変数としては防鹿柵の有無を用いた。

データ単位は各処理区画（n=19）であり、内訳は以下の通りである：クヌギ植栽・柵内（n = 
4）、クヌギ植栽・柵外（n = 4）、放棄・柵内（n = 5）、放棄・柵外（n = 6）。GLM における

説明変数の効果については、Wald 統計量（z 値）に基づき 95% Wald 信頼区間 にゼロが含

まれない場合（Pr（>|z|） <0.05）を有意とした。解析に当たっては、統計解析ソフト R
と”MASS”パッケージを用いた。 
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写真 2. 伐採直後（2005 年 3 月）の Site 3 の遠景 

３．調査方法 
伐採前のヒノキ人工林内の林床に生育している樹木の状況を把握するため、伐採直前の

2004 年 2 月（Site1 と Site 2）と 2005 年 2 月（Site 3 と Site4）に毎木調査を実施した。最

初に各 Site を面積 40m×30m の大区画に 分割したうえで、各区画内に防鹿柵設置区（柵

内）と非設置区（柵外）の 12m×20m 中区画をそれぞれ設けた（図１）。そのうえで全ての

12m×20m 中区画（n=32）内に 4m×10m の小区画を 箇所設定し、小区画内に生育してい

る樹高 以上の樹木を対象に、種名、樹高、胸高直径を記録した。ただし、ツル性木本植

物とキイチゴ類については調査の対象から除外した。また、根株から複数の幹が出ている場

合は、個々の幹を立木としてカウントした。

2004 年 3 月に Site1 と Site2 が、2005 年 3 月に Site3 と Site4 が伐採された（写真２）。

伐採後、伐採木や枝条を搬出したうえで、各中区画の柵内区の外周に金網製の防鹿柵（長さ

12ｍ×20ｍ、高さ 1.5m）が１基設置された。さらに、各 Site の大区画のうち 2 区画にはクヌ

ギ苗木が植栽された。クヌギは苗高 30cm、50cm、150cm の 3 種類の苗木が用意され、２ｍ

間隔で苗高の種類が異なるように交互に植栽された。クヌギが植栽された 2 区画（以下、ク

ヌギ植栽区）のうち、１区画では植栽 1 年目から 4 年目まで年 1 回の下刈りが実施された。

クヌギが植栽されなかった残りの 2 区画は、防鹿柵の設置を除いて人為的な処理は行わず放
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れ樹高 9.0-9.9m、樹高 7.0～7.9m の階級にピークがあった（図 2 c, d）。 
 

表 3.  ヒノキ人工林伐採 13 年後の各林分における樹種タイプ別の胸高断面積合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. ヒノキ人工林伐採 13 年後の各林分における樹種群別の樹高階別本数分布. （a）クヌ

ギ植栽・柵内、（b）クヌギ植栽・柵外、（c）放棄・柵内、 （d）放棄・柵外（Site 2-4）. 
Fujiki & Sakata （2021）を改変 

Site １
クヌギ 9.64 ( 68.31 ) 11.59 ( 97.66 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 0.00 ( 0.00 )
落葉林冠高木種† 2.50 ( 17.71 ) 0.01 ( 0.08 ) 2.47 ( 11.28 ) 0.00 1.33 ( 18.35 )
常緑林冠高木種 0.41 ( 2.88 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.04 ( 0.16 ) 0.00 0.00 ( 0.01 ) *
落葉低木種 0.95 ( 6.71 ) 0.27 ( 2.24 ) 0.65 ( 2.98 ) 0.00 0.80 ( 11.04 )
常緑低木種 0.02 ( 0.13 ) 0.00 ( 0.04 ) 0.05 ( 0.22 ) 0.00 0.00 ( 0.00 ) *
先駆性落葉高木種 0.58 ( 4.09 ) 0.00 ( 0.00 ) 17.17 ( 78.40 ) 0.00 1.56 ( 21.42 ) ***
先駆性落葉低木種 0.03 ( 0.19 ) 0.00 ( 0.00 ) 1.52 ( 6.95 ) 0.00 3.58 ( 49.21 ) ***
Total 14.11 ( 100.00 ) 11.87 ( 100.00 ) 21.90 ( 100.00 ) 0.00 7.27 ( 100.00 )
†：　クヌギ以外の落葉林冠高木種を表す。
胸高断面積合計におけるカッコ内の数値は各処理区における樹種群の相対優占度を百分率で示す。
*, *** は柵内と柵外の数値間の有意差 Pr(>|z|)<0.05, or <0.001を示す.
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５．結果 
伐採前の林床植生の状況

ヒノキ人工林伐採前に林床に生育していた全樹木の 83.2％は樹高 50cm 未満であり、樹高

1m 以上の樹木は、666 本/ha と少なかった（表 1）。また、3m 以上の樹木は存在しなかった。

生育する樹木の約 99％は低木種であり、そのうちの約 91％はチャノキとヒサカキが占めて

いた（付表１）。林冠高木種はブナ科 3 種（クリ、アベマキ、コナラ）が出現したが、その立

木密度は 56 本/ha と極めて少なかったうえ（表１）、全ての個体が樹高 50cm 未満の稚樹で

あった。 
 

表１. ヒノキ人工林伐採前の下層植生における樹種群別の樹高階別本数分布 
 
 
 
 
 
 
 

 
伐採 2 年目秋のクヌギの枝食害率

伐採 2 年目秋のクヌギ苗木の枝食害率は、Site１（82.2％±14.3 SD）に対して、 Site 2～
4（15.4～32.4％）は顕著に低かった（GLM, Pr（>|z|） > 0.001; 表 2）。したがって、以降

では、放棄・柵外区の結果は、Site１と Site 2～4 を分けて示した。 
 

表 2.  伐採 2 年目 11 月時点におけるクヌギ植栽木の枝食害率（％） 
 
 
 
 
 
 
伐採 13 年後の各処理区における森林の更新状況

伐採 13 年後の林分全体の胸高断面積合計は（表３）、放棄・柵内（21.90 m2/ha）＞クヌギ

植栽・柵内（14.11 m2/ha）＞クヌギ植栽・柵外（11.59 m2/ha）＞放棄・柵外（Site2-4: 7.27 
m2/ha）> 放棄・柵外（Site1: 0.00 m2/ha）の順で小さくなった。 

各林分の樹高階別本数分布をみると、樹高 6m 以上の立木密度はクヌギ植栽区では柵内外

を通して 10m 以上にピークがあったのに対し（図 2 a, b）、放棄区の柵内と柵外ではそれぞ

樹種群

落葉林冠高木種 3 56 ( 0.9 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 56 ( 0.7 )
常緑林冠高木種 0 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 )
落葉低木種 6 204 ( 3.3 ) 65 ( 11.0 ) 28 ( 5.2 ) 9 ( 7.0 ) 306 ( 4.1 )
常緑低木種 7 5,944 ( 95.2 ) 528 ( 89.0 ) 509 ( 94.8 ) 120 ( 93.0 ) 7,101 ( 94.7 )
先駆性落葉高木種 1 9 ( 0.1 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 9 ( 0.1 )
先駆性落葉低木種 2 28 ( 0.4 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 28 ( 0.4 )
合計 19 6,241 ( 83.2 ) 593 ( 7.9 ) 537 ( 7.2 ) 129 ( 1.7 ) 7,500 ( 100.0 )

※括弧内の数値は、各階級の総本数に占める各種群の割合、または総本数に占める各階級の割合を百分率で示す。

区分
出現
種数

樹高階別本数(ha-1) 合計
0.1-0.4m 0.5-0.9m 1.0-1.9m 2.0-2.9m

平均値 標準偏差
Site 1 82.2 14.3 ***
Site 2 32.4 20.4
Site 3 23.9 16.1
Site 4 15.4 16.8

***はSite間での食害率の差 Pr(>|z|)<0.001を示す.
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れ樹高 9.0-9.9m、樹高 7.0～7.9m の階級にピークがあった（図 2 c, d）。 
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*, *** は柵内と柵外の数値間の有意差 Pr(>|z|)<0.05, or <0.001を示す.
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しており、この前生稚樹が伐採後に成長することで森林の更新が進んでいくことが明らかに

されている（Yamagawa and Ito 2006; Yamagawa et al. 2008; Yamagawa 2010）。しかし、

本研究の対象としたヒノキ人工林における伐採前の林床には、林冠高木種の前生稚樹がほと

んど存在していなかった（表 1、付表 1）。その結果として、伐採後の主たる更新木は埋土種

子から発芽した先駆性落葉高木種になったものと推測される。 
調査林分において林冠高木種の前生稚樹が存在しなかった理由として、以下の 2 点が考え

られる。ひとつは、本研究の調査対象となった伐採跡地の周囲はヒノキ人工林に取り囲まれ

ており、林冠高木種の前生稚樹の種子供給源となる広葉樹林が近接していないことが挙げら

れる。九州や四国の常緑広葉樹二次林域においても、広葉樹林と近接していない人工林には

林冠高木種の前生稚樹が少ない傾向があり（Yamagawa et al. 2007）、伐採放棄後は先駆性樹

種が優占する植生が成立しやすいことが報告されている（長島ら 2011）。 
もうひとつの理由として、本調査地域における周辺広葉樹林内の林冠高木種は、シイ類や

カシ類などの常緑ブナ科樹種ではなく、コナラやアベマキなどの落葉ナラ類によって主に構

成されていることが挙げられる （宮脇 1984）。これらの落葉ナラ類は、常緑ブナ科樹種に比

べて耐陰性が低いために（Takenaka 1986）、針葉樹人工林下の林床で前生稚樹集団を形成し

難いものと考えられる（西村ら 1991; Kodani 2006; 小谷 2009）。また、その傾向は間伐遅

れヒノキ林のような林床の光環境が特に劣悪な環境では、一層顕著になるものと推測される

（Utsugi et al. 2006）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3. 上空からみた伐採 16 年後の Site １における森林の更新状況 
クヌギ植栽区では柵内外ともにクヌギが成林している。放棄区では柵内では先駆性高木林が

成立している一方、柵外はススキ群落となっている。 
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各林分における樹種群別の胸高断面積合計ベースの相対優占度に着目すると、クヌギ植栽

区では、柵内外を通してクヌギの優占度が顕著に高く（表 3：柵内＝68.3％, 柵外＝

97.7％）、樹高 8m 以上の上層木の全てをクヌギが占めていた（図 2 a, b）。放棄区では、柵

内では先駆性落葉高木種の優占度が 78.4％と顕著に高く、またその内訳の 95％をアカメガ

シワとカラスザンショウの 2 種が占めた（付表 1）。柵内では樹高 4m 以上の階級における

立木密度も先駆性落葉高木種が最も多かった（図 2 c）。しかし、柵外（Site 2-4）では先駆

性落葉高木種の優占度は低かった（表 3：21.4%）、柵外では代わりに先駆性落葉低木種の優

占度が最も高く（表 3：49.2%）、またその内訳の 90％をタラノキが占めた（付表 1）。柵外

（Site 2-4）では樹高 5m 以上の階における立木密度も先駆性落葉低木種が最も本数が多か

った（図 2 d）。 
 

各処理区における林冠高木種の散布型別の存在量の比較

放棄・柵内に出現したクヌギを除いた林冠高木種の胸高断面積合計は 2.51 m2/ha であった

（表 4）。そのうち 84.6%が鳥散布型の樹種であった。全ての処理区を対象に、クヌギを除い

た林冠高木種の胸高断面積合計を柵内外で比較したところ、鳥散布型では柵外で有意に少な

かった一方、重力散布型ではそのような差は認められなかった（表 4）  
 
表 4. 各処理区における散布型別のクヌギを除いた林冠高木種の胸高断面積合計（ha-1） 

 
 
 
 
 
 
 
 

６．考察 
シカの影響がない場合の伐採放棄後の森林の更新

本研究の結果から、暖温帯落葉広葉樹二次林域において、シカの影響のない状況下（柵内）

で間伐遅れヒノキ人工林を伐採後放棄した場合、十数年程度でアカメガシワやカラスザンシ

ョウ等の先駆性落葉高木種を主体とした森林が成立することが示された（表 3、図 2 c、付表

1）。
同じ暖温帯でも、九州や四国などの常緑広葉樹林域の人工林伐採跡放棄地では、伐採後直

ちに林冠高木種であるシイ類やカシ類などの常緑広葉樹を主体とした森林が成立する場合が

あることが報告されている（Sakai et al. 2006; 長島ら 2011; 野口・奥田 2012）。また、こ

のような林分の特性として伐採前から人工林の林床にこれらの樹種の前生稚樹が豊富に存在

散布型
Site １

重力 1.37 ( 47.1 ) 0.00 ( 2.0 ) 0.35 ( 14.0 ) 0.00 0.67 ( 75.3 )
鳥 1.13 ( 38.9 ) 0.01 ( 98.0 ) 2.12 ( 84.6 ) 0.00 0.22 ( 24.6 ) *
風 0.41 ( 14.0 ) 0.00 ( 0.0 ) 0.04 ( 1.4 ) 0.00 0.00 ( 0.1 ) *

合計 2.90 ( 100.0 ) 0.01 ( 100.0 ) 2.51 ( 100.0 ) 0.00 0.89 ( 100.0 )
※胸高断面積合計におけるカッコ内の数値は各処理区における樹種グループの相対優占度を百分率で示す。
*は柵内と柵外の数値間の有意差 Pr(>|z|)<0.05を示す.

胸高断面積合計 (m2/ha)
クヌギ植栽 放棄

柵内 柵外 柵内
柵外

Site 2-4
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６．考察 
シカの影響がない場合の伐採放棄後の森林の更新

本研究の結果から、暖温帯落葉広葉樹二次林域において、シカの影響のない状況下（柵内）

で間伐遅れヒノキ人工林を伐採後放棄した場合、十数年程度でアカメガシワやカラスザンシ
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1）。
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散布型
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※胸高断面積合計におけるカッコ内の数値は各処理区における樹種グループの相対優占度を百分率で示す。
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クヌギ植栽 放棄

柵内 柵外 柵内
柵外

Site 2-4
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Site2-4 は周囲を農耕地に囲まれた小山塊で、立地が急傾斜であるため、Site1 に比べてシカ

の利用頻度が低かった可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真 5. 上空からみた伐採 16 年後の Site 3 における森林の更新状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真 6. 上空からみた伐採 16 年後の Site 3 の放棄区における柵内外の森林の更新状況 
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シカの影響がある場合の伐採放棄後の森林の更新

シカの影響がある場合の伐採放棄後の森林の更新は、シカの影響の強さによって異なって

くるものと思われる。このため、その影響力の強さに応じた議論が必要である。本研究の場

合、調査地周辺のシカ密度は比較的低く、周辺の落葉広葉樹林の下層植生の衰退程度も軽度

から中程度であった（Fujiki et al. 2010; 藤木 2012; 藤木 2017）。一方、調査地内に植栽し

たクヌギ苗木の植栽２年目秋のシカによる枝食害率は 15.4～82.2％と Site 間で大きな差が

あったものの（表 2）、伐採 13 年後の植栽したクヌギ苗木の成長はいずれの Site においても

柵内外で大きな差が認められなかった（表 3、図 2 a, b、写真 3）。クヌギ苗木の成長に深刻

なダメージを与えない程度のシカの採食圧であったと考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真 4. 地上からみた伐採 16 年後の Site １における森林の更新状況 

 
しかし、放棄区では、伐採 13 年後の柵内外の植生は大きく異なった。柵内ではアカメガシ

ワとカラスザンショウを主体とした先駆性落葉高木種が優占する林分が成立したが（表 3、
図 2c、付表 1）、クヌギ苗木の枝食害率が 82.2％に達した Site1 の柵外では、胸高以上の樹木

の更新は全く認められなかった（表 3、写真 4）。クヌギの枝食害率が低かった Site 2-4 では、

タラノキを主体とした先駆性落葉低木が優占する林分が成立した（表 3、図 2 d、付表 1、写

真 5）。また、柵内で成立した林分と比較して、柵外では林冠の高さが低く、胸高断面積合計

も柵内の約 1/3 に留まり森林構造の発達は悪かった（図 2 c,d、表 3、写真 6）。このように柵

内外で種組成や森林構造の発達程度に違いが生じた主な理由は、シカの採食の影響の強さの

違いによるものと考えられる。また、調査地域内でも Site1 と Site2-4 の間にはシカの利用頻

度に大きな差があり、その結果として、Site 間で柵外の樹木の更新状況に大きな差が生じた。
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林冠高木種を主体とした林分を速やかに成立させるためには、伐採前に間伐を進め、これら

の林冠高木種の前生稚樹集団を豊富にもつ林分を造成したうえで伐採を実施し、これらの前

生稚樹集団を主体に森林の更新が進むように人為的に誘導する工程が必要となる （清和 
2013）。経済性のない人工林跡地にブナ科ではなく鳥散布型主体の広葉樹林を造成すること

は、1）スギ・ヒノキの花粉排出源を削減し、2）ナラ枯れ被害の拡大を抑制したうえで、3）
堅果の凶作時に野生動物の代替餌資源となる液果類を増加させる利点がある。今後の地域森

林管理において目標林としての一つの選択肢になり得るであろう。 
一方で、シカの影響が大きい場合は、上記のような手法による森林の更新は困難な場合が

多いものと推測される。本研究において、クヌギを除く林冠高木種を対象に、散布型別に胸

高断面積合計を柵内外で比較したところ、鳥散布型の樹種群では柵外で値が有意に小さかっ

た一方、重力散布型であるブナ科樹種ではそのような傾向は認められなかった（表 4）。林冠

高木種の中でも、ブナ科樹種は幹や枝に休眠芽が多く萌芽能力が高いため（横井・山口 1996; 
梅木ら 1997）、鳥散布型樹種に比べてシカに対する採食耐性が高い可能性がある。この仮説

は，Site 1 において植栽したクヌギが，植栽２年目にシカによる枝食害率が 82.2%に達した

にも関わらず，柵外でも順調に成長し，高木まで成長したことからも支持される。したがっ

て、非ブナ科樹種主体の森林の更新が進む林分において、シカの影響がある場合は、比較的

低い密度でも防鹿柵の設置等の更新木を保護するための措置が必要であろう。また、防鹿柵

の設置なしに広葉樹林へと誘導する場合は、鳥散布型の林冠高木種主体の更新は避け、ブナ

科樹種やシカの嗜好性の低い樹種を植栽する方が更新阻害のリスクは低くなるだろう。 
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アカメガシワやカラスザンショウ、タラノキなどの先駆性樹種の稚樹は、他の樹種の稚樹

よりもシカやニホンカモシカに集中的に食害される傾向があることが報告されている

（Shimoda et al.1994; Sakai et al.2010）。さらに、重永ほか（2016）は、人工林伐採跡地に

おいて下刈が更新樹種に及ぼす影響を調査した結果、アカメガシワやカラスザンショウなど

の先駆性樹種では下刈りによって個体の多くが枯死した一方、他の樹種ではその傾向が見ら

れなかったことを報告している。一般に、植物の利用可能な資源量には制約がかかるため、

樹体の成長速度と潜伏芽や二次代謝物質の生産量との間にはトレードオフ関係が生じると考

えられている（Chapin 1980; Hansen et al. 1991）。先駆性落葉高木種は、樹体の成長により

資源を投資するため、他の種群に比べて樹高成長が早い一方、萌芽再生能力や被食防御能力

の面で劣っている可能性がある（Coley et al. 1985）。さらに今回の結果からは、先駆性樹種

の中でも採食耐性に違いが存在し、先駆性落葉高木種は、先駆性落葉低木種よりもシカの採

食に対して弱いことが示唆された。 
以上のことから、暖温帯落葉広葉樹二次林域において人工林伐採跡放棄地がシカの影響下

にある場合は、2～6 頭/km2程度の低いシカ密度でも先駆性落葉高木種の更新阻害が生じ、伐

採後十数年経っても、タラノキなどの先駆性落葉低木種が主体の低木林にしか更新しない恐

れがある。また、Site１のようにシカの採食圧が高い立地では、タラノキやヌルデなどの先駆

性落葉低木種もシカの採食によって欠落し、森林の更新が完全に阻害される可能性もある。 
 

適切な人工林伐採跡放棄地の管理に向けた提言

暖温帯落葉広葉樹二次林域のヒノキ人工林内では、周辺の落葉広葉樹二次林の優占種であ

る落葉ブナ科樹種の前生稚樹集団の形成が困難なため（表 1）、伐採放棄後に落葉ブナ科樹種

が優占する林分が成立する可能性は低いものと推測される。また、周辺の人工林率が高い場

合や間伐不足の場合は、この傾向が一層顕著であるものと推測される。 
このような前生稚樹に乏しい人工林伐採跡地における森林の更新は、多くの場合、埋土種

子主体になることが報告されている（Sakai et al. 2005; Yamagawa et al. 2008; Sakai et al. 
2010; 高橋ら 2013）。本研究の場合も伐採前から存在していたチャノキやヒサカキのような

常緑低木種を除くと、伐採前には存在せず伐採後に出現した樹種が大半を占めた（付表 1）。
また、これらの樹種の多くは埋土種子を形成する鳥散布型の種子であったことから、主たる

更新材料は鳥散布型の埋土種子であったものと推測される。 
放棄・柵内において出現した林冠高木種は 11 種であり、立木密度は 3,950 本/ha であった

（付表 1）。また、その種数の半数以上、胸高断面積合計ではその約 8 割が鳥散布型の落葉広

葉樹であった（表 4）。以上の事実は、本調査地のように、地域内の人工林率が 80％を超え、

近接した広葉樹林から 80～130m 離れているヒノキ人工林の伐採跡地においても、鳥散布型

の林冠高木種を主体とした林分が成立する可能性がある。しかし、これがより広葉樹林から

遠く離れた人工林においても当てはまるかは、さらなる調査が必要であろう。 
強度間伐あるいは冠雪害を受けた人工林下には、鳥散布型の林冠高木種の前生稚樹集団が

成立することが報告されている（Kodani 2006; Seiwa et al. 2012）。したがって、鳥散布型の
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おいて下刈が更新樹種に及ぼす影響を調査した結果、アカメガシワやカラスザンショウなど

の先駆性樹種では下刈りによって個体の多くが枯死した一方、他の樹種ではその傾向が見ら

れなかったことを報告している。一般に、植物の利用可能な資源量には制約がかかるため、

樹体の成長速度と潜伏芽や二次代謝物質の生産量との間にはトレードオフ関係が生じると考

えられている（Chapin 1980; Hansen et al. 1991）。先駆性落葉高木種は、樹体の成長により

資源を投資するため、他の種群に比べて樹高成長が早い一方、萌芽再生能力や被食防御能力

の面で劣っている可能性がある（Coley et al. 1985）。さらに今回の結果からは、先駆性樹種

の中でも採食耐性に違いが存在し、先駆性落葉高木種は、先駆性落葉低木種よりもシカの採

食に対して弱いことが示唆された。 
以上のことから、暖温帯落葉広葉樹二次林域において人工林伐採跡放棄地がシカの影響下

にある場合は、2～6 頭/km2程度の低いシカ密度でも先駆性落葉高木種の更新阻害が生じ、伐

採後十数年経っても、タラノキなどの先駆性落葉低木種が主体の低木林にしか更新しない恐

れがある。また、Site１のようにシカの採食圧が高い立地では、タラノキやヌルデなどの先駆

性落葉低木種もシカの採食によって欠落し、森林の更新が完全に阻害される可能性もある。 
 

適切な人工林伐採跡放棄地の管理に向けた提言

暖温帯落葉広葉樹二次林域のヒノキ人工林内では、周辺の落葉広葉樹二次林の優占種であ

る落葉ブナ科樹種の前生稚樹集団の形成が困難なため（表 1）、伐採放棄後に落葉ブナ科樹種

が優占する林分が成立する可能性は低いものと推測される。また、周辺の人工林率が高い場

合や間伐不足の場合は、この傾向が一層顕著であるものと推測される。 
このような前生稚樹に乏しい人工林伐採跡地における森林の更新は、多くの場合、埋土種

子主体になることが報告されている（Sakai et al. 2005; Yamagawa et al. 2008; Sakai et al. 
2010; 高橋ら 2013）。本研究の場合も伐採前から存在していたチャノキやヒサカキのような

常緑低木種を除くと、伐採前には存在せず伐採後に出現した樹種が大半を占めた（付表 1）。
また、これらの樹種の多くは埋土種子を形成する鳥散布型の種子であったことから、主たる

更新材料は鳥散布型の埋土種子であったものと推測される。 
放棄・柵内において出現した林冠高木種は 11 種であり、立木密度は 3,950 本/ha であった

（付表 1）。また、その種数の半数以上、胸高断面積合計ではその約 8 割が鳥散布型の落葉広

葉樹であった（表 4）。以上の事実は、本調査地のように、地域内の人工林率が 80％を超え、

近接した広葉樹林から 80～130m 離れているヒノキ人工林の伐採跡地においても、鳥散布型

の林冠高木種を主体とした林分が成立する可能性がある。しかし、これがより広葉樹林から

遠く離れた人工林においても当てはまるかは、さらなる調査が必要であろう。 
強度間伐あるいは冠雪害を受けた人工林下には、鳥散布型の林冠高木種の前生稚樹集団が

成立することが報告されている（Kodani 2006; Seiwa et al. 2012）。したがって、鳥散布型の
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付表 1. ヒノキ人工林跡地における伐採前と伐採 13 年後の処理区別の木本種の立木密度（本

/ha）と胸高断面積合計（m2/ha） 

 

伐採前

柵内 柵外 柵内 柵外

落葉林冠高木種

クヌギ 重力 0 2,363 2,625 200 42 9.64 ( 68.32 ) 11.59 ( 97.64 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
クリ 重力 37 875 1,063 550 833 1.37 ( 9.68 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.27 ( 1.22 ) 0.67 ( 13.82 )
コナラ 重力 9 250 188 150 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.08 ( 0.38 ) 0.00 ( 0.00 )
アベマキ 重力 9 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
アオハダ 鳥 0 250 500 200 0 0.03 ( 0.19 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
イソノキ 鳥 0 0 0 0 83 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ウワミズザクラ 鳥 0 375 0 600 0 0.23 ( 1.66 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.13 ( 0.57 ) 0.00 ( 0.00 )
エゴノキ 鳥 0 2,063 563 200 0 0.57 ( 4.01 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.11 ( 0.52 ) 0.00 ( 0.00 )
カスミザクラ 鳥 0 1,000 0 0 0 0.20 ( 1.39 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
クマノミズキ 鳥 0 438 125 0 333 0.08 ( 0.60 ) 0.01 ( 0.08 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.22 ( 4.52 )
ケケンポナシ 鳥 0 0 0 400 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 1.71 ( 7.82 ) 0.00 ( 0.00 )
コシアブラ 鳥 0 125 0 0 0 0.02 ( 0.16 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
タカノツメ 鳥 0 250 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ホオノキ 鳥 0 0 0 100 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.17 ( 0.76 ) 0.00 ( 0.00 )
ヤマザクラ 鳥 0 0 0 50 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.01 ) 0.00 ( 0.00 )
ケヤキ 風 0 63 63 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 56 8,050 5,125 2,450 1,292 12.14 ( 86.00 ) 11.60 ( 97.72 ) 2.47 ( 11.28 ) 0.89 ( 18.34 )

常緑林冠高木種

シラカシ 重力 0 63 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
アカマツ 風 0 125 0 0 0 0.39 ( 2.76 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
スギ 風 0 0 63 350 125 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.01 )
ヒノキ 風 0 1,125 813 1,150 0 0.02 ( 0.12 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.04 ( 0.16 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 0 1,313 875 1,500 125 0.41 ( 2.88 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.04 ( 0.16 ) 0.00 ( 0.01 )

落葉低木種

コガクウツギ 重力 194 1,688 5,750 1,250 2,708 0.02 ( 0.14 ) 0.00 ( 0.01 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
リョウブ 重力 0 0 0 0 667 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
キブシ 鳥 0 625 188 100 0 0.02 ( 0.15 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.01 ) 0.00 ( 0.00 )
クロモジ 鳥 65 3,813 6,563 5,050 8,833 0.42 ( 2.99 ) 0.09 ( 0.75 ) 0.20 ( 0.93 ) 0.22 ( 4.55 )
コバノガバズミ 鳥 0 2,000 0 0 1,667 0.01 ( 0.04 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.02 )
サンショウ 鳥 0 625 875 0 375 0.02 ( 0.15 ) 0.05 ( 0.40 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.04 )
ヒメコウゾ 鳥 0 1,938 0 650 0 0.33 ( 2.33 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.01 ( 0.04 ) 0.00 ( 0.00 )
ムラサキシキブ 鳥 9 1,500 1,750 1,150 1,792 0.09 ( 0.61 ) 0.02 ( 0.17 ) 0.10 ( 0.45 ) 0.01 ( 0.23 )
ヤブムラサキ 鳥 19 0 1,688 1,500 1,833 0.00 ( 0.00 ) 0.01 ( 0.09 ) 0.04 ( 0.18 ) 0.04 ( 0.78 )
カンサイスノキ 鳥 9 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ウツギ 風 0 0 1,188 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.01 ( 0.08 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ウリカエデ 風 0 0 0 100 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
タニウツギ 風 0 313 4,250 1,600 1,750 0.04 ( 0.30 ) 0.09 ( 0.73 ) 0.30 ( 1.37 ) 0.26 ( 5.41 )
ツクバネウツギ 風 0 0 500 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ノリウツギ 風 9 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 306 12,500 22,750 11,400 19,625 0.95 ( 6.71 ) 0.27 ( 2.24 ) 0.65 ( 2.98 ) 0.53 ( 11.03 )

常緑低木種

チャノキ 重力 5,111 9,188 4,000 3,300 4,083 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.04 ) 0.00 ( 0.02 ) 0.00 ( 0.00 )
アオキ 鳥 278 0 0 1,500 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
イヌツゲ 鳥 56 0 875 200 250 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ソヨゴ 鳥 0 813 750 400 625 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ナワシログミ 鳥 28 188 188 0 0 0.00 ( 0.01 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ヒサカキ 鳥 1,611 4,563 3,313 11,200 5,792 0.02 ( 0.13 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.04 ( 0.20 ) 0.00 ( 0.00 )
アセビ 風 19 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 7,102 14,750 9,125 16,600 10,750 0.02 ( 0.13 ) 0.00 ( 0.04 ) 0.05 ( 0.22 ) 0.00 ( 0.00 )

先駆性落葉高木種

アカメガシワ 鳥 0 500 0 5,400 875 0.03 ( 0.21 ) 0.00 ( 0.00 ) 8.47 ( 38.69 ) 0.00 ( 0.00 )
カラスザンショウ 鳥 0 250 0 1,400 83 0.03 ( 0.20 ) 0.00 ( 0.00 ) 7.92 ( 36.16 ) 0.00 ( 0.00 )
ハゼノキ 鳥 9 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
キササゲ 風 0 0 0 0 250 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.57 ( 11.81 )
ニワウルシ 風 0 0 0 0 83 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.47 ( 9.61 )
ネムノキ 風 0 2,625 0 700 0 0.52 ( 3.69 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.78 ( 3.55 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 9 3,375 0 7,500 1,292 0.58 ( 4.09 ) 0.00 ( 0.00 ) 17.17 ( 78.40 ) 1.04 ( 21.41 )

先駆性落葉低木種

クサギ 鳥 0 188 1,563 50 2,333 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.02 ) 0.24 ( 5.01 )
タラノキ 鳥 0 438 0 2,250 1,208 0.03 ( 0.19 ) 0.00 ( 0.00 ) 1.52 ( 6.93 ) 2.14 ( 44.19 )
ヌルデ 鳥 0 0 0 50 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ヤマウルシ 鳥 9 0 0 0 167 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
モリイバラ 鳥 19 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 28 625 1,563 2,350 3,708 0.03 ( 0.19 ) 0.00 ( 0.00 ) 1.52 ( 6.95 ) 2.39 ( 49.20 )

合計 7,500 38,250 37,000 41,950 37,292 14.11 ( 100.00 ) 11.87 ( 100.00 ) 21.90 ( 100.00 ) 4.85 ( 100.00 )

※胸高断面積合計におけるカッコ内の数値は各処理区における各樹種の相対優占度を百分率で示す。

樹種名
種子
散布型

伐採13年後

立木密度

(ha-1)

立木密度 (ha-1) 胸高断面積合計 (m2/ha)

柵内 柵外 柵内 柵外

クヌギ植栽 放棄 クヌギ植栽 放棄
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付表 1. ヒノキ人工林跡地における伐採前と伐採 13 年後の処理区別の木本種の立木密度（本

/ha）と胸高断面積合計（m2/ha） 

 

伐採前

柵内 柵外 柵内 柵外

落葉林冠高木種

クヌギ 重力 0 2,363 2,625 200 42 9.64 ( 68.32 ) 11.59 ( 97.64 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
クリ 重力 37 875 1,063 550 833 1.37 ( 9.68 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.27 ( 1.22 ) 0.67 ( 13.82 )
コナラ 重力 9 250 188 150 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.08 ( 0.38 ) 0.00 ( 0.00 )
アベマキ 重力 9 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
アオハダ 鳥 0 250 500 200 0 0.03 ( 0.19 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
イソノキ 鳥 0 0 0 0 83 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ウワミズザクラ 鳥 0 375 0 600 0 0.23 ( 1.66 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.13 ( 0.57 ) 0.00 ( 0.00 )
エゴノキ 鳥 0 2,063 563 200 0 0.57 ( 4.01 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.11 ( 0.52 ) 0.00 ( 0.00 )
カスミザクラ 鳥 0 1,000 0 0 0 0.20 ( 1.39 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
クマノミズキ 鳥 0 438 125 0 333 0.08 ( 0.60 ) 0.01 ( 0.08 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.22 ( 4.52 )
ケケンポナシ 鳥 0 0 0 400 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 1.71 ( 7.82 ) 0.00 ( 0.00 )
コシアブラ 鳥 0 125 0 0 0 0.02 ( 0.16 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
タカノツメ 鳥 0 250 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ホオノキ 鳥 0 0 0 100 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.17 ( 0.76 ) 0.00 ( 0.00 )
ヤマザクラ 鳥 0 0 0 50 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.01 ) 0.00 ( 0.00 )
ケヤキ 風 0 63 63 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 56 8,050 5,125 2,450 1,292 12.14 ( 86.00 ) 11.60 ( 97.72 ) 2.47 ( 11.28 ) 0.89 ( 18.34 )

常緑林冠高木種

シラカシ 重力 0 63 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
アカマツ 風 0 125 0 0 0 0.39 ( 2.76 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
スギ 風 0 0 63 350 125 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.01 )
ヒノキ 風 0 1,125 813 1,150 0 0.02 ( 0.12 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.04 ( 0.16 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 0 1,313 875 1,500 125 0.41 ( 2.88 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.04 ( 0.16 ) 0.00 ( 0.01 )

落葉低木種

コガクウツギ 重力 194 1,688 5,750 1,250 2,708 0.02 ( 0.14 ) 0.00 ( 0.01 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
リョウブ 重力 0 0 0 0 667 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
キブシ 鳥 0 625 188 100 0 0.02 ( 0.15 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.01 ) 0.00 ( 0.00 )
クロモジ 鳥 65 3,813 6,563 5,050 8,833 0.42 ( 2.99 ) 0.09 ( 0.75 ) 0.20 ( 0.93 ) 0.22 ( 4.55 )
コバノガバズミ 鳥 0 2,000 0 0 1,667 0.01 ( 0.04 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.02 )
サンショウ 鳥 0 625 875 0 375 0.02 ( 0.15 ) 0.05 ( 0.40 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.04 )
ヒメコウゾ 鳥 0 1,938 0 650 0 0.33 ( 2.33 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.01 ( 0.04 ) 0.00 ( 0.00 )
ムラサキシキブ 鳥 9 1,500 1,750 1,150 1,792 0.09 ( 0.61 ) 0.02 ( 0.17 ) 0.10 ( 0.45 ) 0.01 ( 0.23 )
ヤブムラサキ 鳥 19 0 1,688 1,500 1,833 0.00 ( 0.00 ) 0.01 ( 0.09 ) 0.04 ( 0.18 ) 0.04 ( 0.78 )
カンサイスノキ 鳥 9 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ウツギ 風 0 0 1,188 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.01 ( 0.08 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ウリカエデ 風 0 0 0 100 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
タニウツギ 風 0 313 4,250 1,600 1,750 0.04 ( 0.30 ) 0.09 ( 0.73 ) 0.30 ( 1.37 ) 0.26 ( 5.41 )
ツクバネウツギ 風 0 0 500 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ノリウツギ 風 9 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 306 12,500 22,750 11,400 19,625 0.95 ( 6.71 ) 0.27 ( 2.24 ) 0.65 ( 2.98 ) 0.53 ( 11.03 )

常緑低木種

チャノキ 重力 5,111 9,188 4,000 3,300 4,083 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.04 ) 0.00 ( 0.02 ) 0.00 ( 0.00 )
アオキ 鳥 278 0 0 1,500 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
イヌツゲ 鳥 56 0 875 200 250 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ソヨゴ 鳥 0 813 750 400 625 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ナワシログミ 鳥 28 188 188 0 0 0.00 ( 0.01 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ヒサカキ 鳥 1,611 4,563 3,313 11,200 5,792 0.02 ( 0.13 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.04 ( 0.20 ) 0.00 ( 0.00 )
アセビ 風 19 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 7,102 14,750 9,125 16,600 10,750 0.02 ( 0.13 ) 0.00 ( 0.04 ) 0.05 ( 0.22 ) 0.00 ( 0.00 )

先駆性落葉高木種

アカメガシワ 鳥 0 500 0 5,400 875 0.03 ( 0.21 ) 0.00 ( 0.00 ) 8.47 ( 38.69 ) 0.00 ( 0.00 )
カラスザンショウ 鳥 0 250 0 1,400 83 0.03 ( 0.20 ) 0.00 ( 0.00 ) 7.92 ( 36.16 ) 0.00 ( 0.00 )
ハゼノキ 鳥 9 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
キササゲ 風 0 0 0 0 250 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.57 ( 11.81 )
ニワウルシ 風 0 0 0 0 83 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.47 ( 9.61 )
ネムノキ 風 0 2,625 0 700 0 0.52 ( 3.69 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.78 ( 3.55 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 9 3,375 0 7,500 1,292 0.58 ( 4.09 ) 0.00 ( 0.00 ) 17.17 ( 78.40 ) 1.04 ( 21.41 )

先駆性落葉低木種

クサギ 鳥 0 188 1,563 50 2,333 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.02 ) 0.24 ( 5.01 )
タラノキ 鳥 0 438 0 2,250 1,208 0.03 ( 0.19 ) 0.00 ( 0.00 ) 1.52 ( 6.93 ) 2.14 ( 44.19 )
ヌルデ 鳥 0 0 0 50 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
ヤマウルシ 鳥 9 0 0 0 167 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
モリイバラ 鳥 19 0 0 0 0 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 ) 0.00 ( 0.00 )
小計 28 625 1,563 2,350 3,708 0.03 ( 0.19 ) 0.00 ( 0.00 ) 1.52 ( 6.95 ) 2.39 ( 49.20 )

合計 7,500 38,250 37,000 41,950 37,292 14.11 ( 100.00 ) 11.87 ( 100.00 ) 21.90 ( 100.00 ) 4.85 ( 100.00 )

※胸高断面積合計におけるカッコ内の数値は各処理区における各樹種の相対優占度を百分率で示す。
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立木密度
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おわりに

 
ニホンジカによる森林生態系被害は、2000 年代になってその被害面積が急激に拡大

したともに、森林生態系の不可逆的変化が危惧されるほど、その被害の深刻化が増して

きています。今や日本の森林管理上の最も大きな課題の一つといっても過言ではないと

思われます。その一方で、捕獲による生息密度低減や植生保全対策の取り組みについて

は、まだまだ不十分な対応しかできておらず、問題の解決は道半ばな状況にあります。 
このような状況の中、森林動物研究センターでは、被害の全体像の把握や捕獲対策、

植生保全対策について模索し、またこの問題が県民に広く周知されるよう努力してきま

した。今回のモノグラフは、2017 年 3 月に発刊した兵庫ワイルドライフモノグラフ 9
号「兵庫県におけるニホンジカによる森林生態系被害の把握と保全技術Ⅱ」の続編とな

ります。前回のモノグラフの刊行後の新たな研究成果をできる限り盛り込むことで、こ

の問題に対する当センターの現在の到達点を示すことを目的の一つとしました。 
当研究センターは発足以来 17 年が経ちましたが、この期間、シカによる森林生態

系被害のモニタリング手法を確立し、さらにはモニタリング体制を整備することができ

ました。これによりシカの密度指標のモニタリング・データとの関係解析が可能となり、

その結果、森林生態系保全を目的にシカの管理目標値を設定できるところまで管理体制

が進展しました。また、シカが生息する環境下において人工林を広葉樹林へ転換する長

期野外操作試験や希少植物の生息域外保全なども進めてきました。今後の大きな目標と

しましては、既に植生が衰退している地域における植生復元や植物多様性の保全、シカ

が高密度で生息している地域における森林の健全な更新、その道筋をつけることが挙げ

られます。 
最後になりましたが、査読責任者の栗山武夫主任研究員をはじめ論文査読にご協力

頂いた方、調査分析の基盤となったデータ取得にご協力頂いた全ての方々にお礼申し上

げます。本モノグラフが兵庫県の県民の皆様、行政関係の皆様、或いは他府県の皆様の

何かのお役に立つことができることを、執筆者一同、希望しております。 
 

兵庫ワイルドライフモノグラフ 編集委員会 

責任編集者 藤木 大介 
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